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会長・幹事スピーチ「半期を終えるにあたり」
　丹治 正博 会長　　坪井 大雄 幹事
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お
正
月
は
、
な
ぜ
、
め
で
た
い
の
か

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
六
日
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
大
そ
う
じ
や
お
正

月
の
準
備
に
余
念
が
無
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
期
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て「
心
の
大
そ

う
じ
」の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。「
心
の
大
そ
う

じ
」と
は
言
葉
を
変
え
れ
ば
、絶
え
間
な
い「
い
の

ち
・
魂
の
甦
り
」の
時
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
お
正
月
に
な
る
と
必
ず「
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
」と
新
年
の
挨
拶
を
交
わ

し
ま
す
が
、
じ
ゃ
な
ぜ
お
正
月
は
め
で
た
い
の
で

し
ょ
う
か
。
当
た
り
前
過
ぎ
て
、
理
由
な
ど
深
く

考
え
た
こ
と
な
ど
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

数
え
年
に
籠
め
ら
れ
た

　

日
本
人
の
命
へ
の
眼
差
し

　
そ
の
訳
を
申
し
上
げ
る
前
に「
数
え
年
」の
お
さ
ら

い
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
年
を
０
歳
と
数
え
、
満
一

年
の
お
誕
生
日
を
迎
え
て
初
め
て
一
歳
と
言
い
ま
す

ね
。
こ
れ
は
西
洋
の
合
理
的
発
想
か
ら
く
る
数
え
方

で
、
数
直
線
的
な
感
覚
で
す
。
欧
米
の
お
墓
の
墓
石

を
見
る
と
、
故
人
の
名
前
の
下
に
生
誕
年
と
没
年
が

並
ん
で
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
伺
え
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
我
が
日
本
で
は
、
生
ま
れ
た
時
点
で
一
歳

と
数
え
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
生
命
は
、
母
親
の
胎

内
に
宿
っ
て
か
ら
十
月
十
日
、
約
一
年
の
時
間
を
生

き
て
後
に
誕
生
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
生
ま
れ
た
時

点
で
一
年
間
の
命
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
げ
て
一
歳
と

数
え
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
か
ら
は
、
西
洋
人
の
合

理
的
発
想
と
は
異
な
る
日
本
人
の
命
を
愛
お
し
む
心

が
伺
え
ま
す
。
そ
し
て
お
正
月
を
迎
え
る
た
び
に
一

歳
年
を
加
え
る
の
が
数
え
年
の
考
え
方
で
す
。「
数
え

年
」は
戦
前
ま
で
当
た
り
前
の
年
の
数
え
方
で
、今
で

も「
七
五
三
」や「
厄
年
」の
お
祓
い
な
ど
、日
本
人
の

一
生
の
節
目
の
行
事
に
は
、
や
は
り
数
え
年
が
生
き

て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
馬
の

年
齢
も
日
本
で

は
、
平
成
十
二

年
ま
で
数
え
年

を
用
い
て
表
記

し
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

さ
て
、
日
本

で
は
大
晦
日

と
元
旦
と
の

間
に
は
他
の

三
百
六
十
四
日

と
は
違
う
大
き

な
壁
が
あ
る
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

仕
事
は
年
内
に
ケ
リ
を
つ
け
た
い
、
大
そ
う
じ

は
年
内
に
済
ま
し
た
い
な
ど
、
皆
さ
ん
無
意
識

に
年
末
で
一
年
の
区
切
り
を
つ
け
て
、
新
た
な

年
を
迎
え
よ
う
と
さ
れ
ま
す
ね
。
日
本
人
の
時

間
の
観
念
は
欧
米
と
は
異
な
り
、
例
え
て
い
う

な
ら
ば
串
に
さ
さ
っ
た
お
だ
ん
ご
の
よ
う
に
時

間
を
と
ら
え
ま
す
。
つ
ま
り
一
年
一
年
が
一
つ

の
お
だ
ん
ご
で
、つ
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
で
く
っ

つ
い
て
い
る
、
そ
し
て
昔
の
人
は
お
正
月
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
は
、新
た
な
一
年
の「
い
の
ち
」

の
お
だ
ん
ご
を
頂
く
こ
と
と
考
え
た
の
で
す
。

誰
か
ら
？
そ
れ
は
神
さ
ま
か
ら
頂
く
も
の
と
考

え
た
の
で
す
ね
。

　

お
正
月
は
「
い
の
ち
の
甦
り
」
の
行
事

　

皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
誕
生
日
を
個
々
に
お
祝
い

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
日
本
人
全
員
が
同
じ

日
、
元
旦
が
誕
生
日
だ
と
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す

か
。
こ
れ
は
も
う
顔
合
わ
せ
る
人
す
べ
て
に「
お

め
で
と
う
」と
言
う
合
う
理
屈
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
数
え
年
の
考
え
方
か
ら
来
る
こ
と
は
も
う

お
分
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
年
の
始
め
に

あ
た
り
、
神
さ
ま
か
ら
一
年
の「
い
の
ち
」を
頂

戴
す
る
、
歳
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
、
だ
か
ら
お

め
で
た
い
、
そ
し
て
あ
り
が
た
い
か
ら
初
詣
で
神

さ
ま
に
感
謝
を
し
て
、
頂
い
た
一
年
の
命
を
い
か

に
有
意
義
に
過
ご
す
か
誓
い
を
立
て
ら
れ
る
わ
け

で
し
ょ
う
。
誰
に
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
の

に
初
詣
で
に
押
し
寄
せ
る
。
皆
さ
ん
意
識
さ
れ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
日
本
人
の
血
の
中
に
そ
う

し
た
考
え
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
す
ね
。
お
正
月
は
、
神
さ
ま
が
私

た
ち
に「
一
年
の
い
の
ち
」と
幸
福
を
授
け
に
来

て
下
さ
る
、
ま
さ
に「
こ
こ
ろ
の
大
そ
う
じ
」で

あ
り「
い
の
ち
の
甦
り
」の
お
め
で
た
い
行
事
な

の
で
す
。

開会点鐘 丹治正博 会長
ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 安藤健次郎 会員

「四つのテスト」唱和 門脇　渉 会員
会長挨拶 丹治正博 会長
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事
各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　ニコニコBOX担当 三浦康伸 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第

例会プログラムのご案内

■1月15日（木） 12：30～「辰巳屋」
　久米允彦ガバナー補佐クラブ訪問
　＊「友」紹介　＊誕生祝い
　＊1月理事会（懇親会あり）18：30～「辰巳屋」
■1月22日（木） 12：30～「辰巳屋」
　阿久津肇パストガバナースピーチ
　「福島ロータリークラブと周辺」
■1月29日（木） 12：30～「辰巳屋」
　新会員スピーチ　福島民友新聞社代表取締役　五阿弥宏安 会員
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

　本年度に私が掲げたテーマは「和の
心で日々燭を掲げよう」であります。
RI会長のテーマを受けて、私は「和」の
心（日本人の心、和を尊ぶ心）をもって、
クラブの中で寂しい思いをしている会
員はいないか、家庭で、自分の職場で、

そして社会において自らの職業を通じて燭を掲げる（暗
いところを照らして、辺りを輝かせる）存在となること
を目標にこのテーマを掲げました。そしてこのテーマの
もと、次の2つを重点目標と致しました。
①例会は、会員が交流する場、知的刺激を得る場、ロー
タリーの基礎知識を身につける場として秩序ある例会
を開催する。

②品格あるクラブを目指す。
この二つの重点目標を後半も堅持して参ります。

SAA（会場監督）

　本年度は、例会運営の規律を正すために、SAA本来の
任務を明確化しました。旗をもって例会開始の許可を宣
することを始め、スピーチ中の私語に注意を促したり、席
次の流動化を試みるなど、最近はSAAの存在感が増して、
例会が引き締まってきたと感じております。後半も引き
続きこの流れを続けるとともに、バッジ佩用のお願い、更
には各テーブルの新入会員に対して、まわりの会員に声
かけを促すことなどを心掛けて頂きたいと思います。

幹事・副幹事の任務とロータリーの豆知識

　幹事報告の内容について、幹事の個性を加えながら、
折々のロータリーの情報や、一年間の計画のもとにロー
タリアンとして知っておくべき豆知識などを伝えること
と致しました。また副幹事の任務については、従来あい
まいな位置づけでしたが、幹事を補佐する立場として、
また幹事の経験を積んでもらう意味でも、今まで以上に
仕事の分担を行っております。
　豆知識については、ロータリーの月間に合わせるな
ど、折々のタイムリーな話題を心掛けてまとめておりま
すので、一年間でロータリーに関する基礎知識が理解出
来るものと考えております。会報にも掲載してあります
ので、読み返して味わって頂ければ幸いです。

クラブの現況と会員増強・出席

　クラブの現況ですが、現在会員数、名誉会員2名、正会
員85名、うち女性会員2名、最年長は安藤錬雄会員88
歳、最年少は岡田新也会員41歳、平均年齢62.9歳、平
均会歴10.7年となっております。会員数は7月1日の期
首から5名増となりました。また出席率も目立って改善
してきています。充実した例会が出席率を高めると信じ
て、引き続きこの流れを絶やさぬよう努力して参ります。

会長スピーチ

「半期を終えるにあたり」
丹治 正博 会長

ロータリー情報　クラブ会報　　

　クラブ会報の体裁（フォーマット）を和風に、縦書き
横書きの併用で誌面に変化をもたせて読みやすくを心掛
けております。

広報マルチメディア・雑誌

　「マスコミ懇談会」は、県内に数あるロータリークラブ
の中でも、当クラブ独自の行事で、県内を代表する新聞
社、テレビ局の報道の責任者の方々と、福島ロータリー
クラブとが、一年に一度、懇談会を開催しております。
懇談会では、私どもの活動や事業の内容をお知らせし、
地元メディアの皆様にロータリー活動へのご理解を深め
て頂くと共に、一般市民の皆様にロータリーの活動を広
報して頂き、よりロータリー活動を広めて行くために開
催を致しております。12年目を迎えた今年のマスコミ
懇談会は、去る9月25日に開催されました。この行事
は、野﨑ガバナーが地区目標の一つに掲げられる「ロー
タリーイメージと認知度の向上」に取り組むにあたり、
マスコミ側の認識やロータリーに望むことなどについて
意見交換を通じ、共通認識を有する上で大いに資するも
のと存じております。
　また、「ロータリーの友」紹介ですが、特にマスコミ関
係の会員による独自の視点と切れ味するどい解説は、人
気のコーナーになりつつあります。

親睦ロータリー家族委員会

　今年度、菅野委員長のもと13回の委員会開催が予定
され、今月までにすでに8回の委員会を消化しておりま
す。この間、7月の役員・理事慰労夜間例会、8月の納涼
夜間例会、そして12月8日の年忘れ家族夜間例会の企
画・運営、そのほか9月の敬老お祝い例会、親善囲碁大
会、「TENの会」など親睦事業への協力を行い、充実した
活動を展開しております。後半には、3月の創立記念夜
間例会、4月のゴルフコンペ、観桜夜間例会、6月の東京
交歓会の企画実施、更には年代会への協力、「私の隠れ
家」の編集発行などが控えており、更に親睦活動を充実
させて参ります。

プログラム・ニコニコBOX

　当初、プログラム編成にあたり、ゲストスピーチを充
実させたいとの考えを持っておりましたが、当クラブは
例会内容が過密であることから、現在のところ思うよう
に実現しておりません。今後、可能な限り外部のゲスト
スピーチを組んで参りたいと思っております。また、ニ
コニコBOXにつきましては、本日の第23回例会まで
の累計投入金額が1,510,000円となり、例年になく順
調に推移致しております。今後もニコニコBOX本来の
意味や相応しいメッセージの例などを周知し、社会奉仕
のための活動資金醸成に努めて参りたいと思います。な
お、発表順番はロータリー歴の浅い会員を先とし、例会
で発言機会の多い会長、幹事は後にすることを心掛けて
おります。



3

親睦（Fellowship）
ロータリーにおける親睦とは
　親睦と奉仕は、ロータリーの二本の柱といわれていま
す。しかし、ロータリーは敢えて親睦と奉仕の解釈を、世
間一般の人たちが考える解釈と異なる次元に置いていま
す。この二つはロータリー独自の概念であり、これを正し
く理解しない限り、ロータリー思想の原理に触れることは
難しいと言われています。Fellowshipを「親睦」と訳した
ことにも問題があるのかも知れません。むしろ、「連帯感」
とか「協調」と訳す方が理解し易いでしょう。「親睦」とは
ロータリークラブが、クラブとして存続していく上で欠か
すことの出来ない必要条件となる、ロータリアン個人個人
の心が結合した状態を表す概念なのです。言いかえれば、
“Fellowship”はロータリーの引力とも言えます。

“入りて学び、出でて奉仕せよ”
　ロータリー運動の実体を、見事に表した言葉として、「入
りて学び、出でて奉仕せよ」“Enter to learn, Go forth to 
serve"という言葉があります。世の中のあらゆる有用な職
業から選ばれた裁量権を持った職業人が、一週一回の例会
に集い、例会の場で、職業上の発想の交換を通じて、分か
ち合いの精神による事業の永続性を学び、友情を深め、自
己改善を図り、その結果として奉仕の心が育まれてきま
す。この例会における一連の活動のことを「親睦」と呼ぶ
のです。例会で高められた奉仕の心を持って、それぞれの
家庭、職場、地域社会に帰り、奉仕活動を実践します。こ
れが理想とされるロータリーライフです。
　悩みごとを相談する真の友人こそロータリーの友でな
ければならず、それを可能にするためには、ロータリーの
友情即ち親睦を更に高めなければなりません。もし、事業
不振のため退会を余儀なくされる会員がいたとすれば、そ
のクラブにはロータリーの親睦がなかったことを証明す
ることになるのです。職業上の相談はどんなことでもクラ
ブ内の友人に相談できる。どんなことを相談しても、自分
のマイナスになって返ってくることは絶対にない。これが
可能なクラブのことを、親睦のあるクラブと言います。そ
の前提となるのが一人一業種制度なのです。

親睦活動（Fellowship Activities)
　ロータリークラブの会員の中にも、親睦と親睦活動を混
同する人が多いようです。親睦会やゴルフ会に参加するこ
とは親睦活動に参加することであって、親睦とは違った次
元のものであることを理解すべきでしょう。親睦活動がク
ラブ奉仕の充分条件の範囲内で、親睦というロータリー本
来の運動を高めるために補助的に活動することは大切な
ことです。しかし、親睦活動委員の任務を、親睦会の幹事
や同好会の世話役に留めることは大きな誤りです。確かに
会員が心を打ち解けあう手段の一つとして、親睦会やクラ
ブ活動などのレクリエーションも必要です。しかし、親睦
を深める最適の場所は、毎週一回の定例の例会であること
を忘れてはなりません。例会において、いかに友情を深め
るかを考え実行することと、いかにして真の親睦が保たれ
るような環境を整備することが最大の任務なのです。
　丹治年度では、新入会員のうち特に転勤族の会員には
親睦委員会に所属して頂きます。これは、新人だから下働
きに使おうということではなく、親睦委員として毎例会、
会員相互の親睦を深める活動に従事することによって、
一日でも早く、古い会員と融和を図ることを期待してい
るからです。友情溢れる例会を通じて、ロータリアンがお
互いに切磋琢磨し、自己改善に努めることで、ロータリー
の説く親睦が一層深まり、奉仕の心が高まっていきます。

（文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回23
職業奉仕委員会

　本年度は「四つのテスト」を毎例会時に唱和致してお
ります。若い会員に交代で唱和の先導を行って頂くこと
で、着実に成果が上がっていると感じております。また、
職場訪問例会では10月の職業奉仕月間の9日にヤク
ルト本社福島工場を訪問致しました。後半は4月11日
（土）に競馬場例会を予定しております。

社会奉仕委員会

　本年度の前半は、特に社会奉仕事業に軸足を置いて活
動を進めました。これからのロータリー活動には、中・
長期にわたる人道支援事業が求められており、以下の4
つの事業を平行して進めました。
①「障害ある人々への支援」授産施設との連携を深め、
夜間例会時の土産などに製品を積極的に使用する。

②2014－2015年度地区復興補助金を活用しての「福
島大学子どものメンタルヘルス支援事業、車両、寄付
金贈呈」

③福島いのちの電話への支援（視聴覚機器の贈呈）　
④パンダハウスへの支援（例会における募金活動）
　これらのうち、メンタルヘルス事業と福島いのちの電
話への支援については、福島民報、福島民友紙上に掲載さ
れたほか、ロータリーの友12月号にも紹介されました。

青少年奉仕

　当クラブでは、青少年の組織であるインターアクト・
ローターアクトの諸活動に積極的に取り組んでおり、福
島学院大学に設置されたローターアクトクラブと、福島
東稜高等学校に設置されたインターアクトクラブを支援
しています。毎年、メンバーが入れ替わる学校でのクラブ
運営の難しさもあり、最近、活動がやや停滞気味であり
ました。そこで、昨年の紺野年度よりテコ入れを図り、今
年度は森岡委員長以下青少年奉仕委員会のご努力もあり、
学校側の理解も頂きながら次第に活動が活性化して参り
ました。先日11月8日に三者合同新世代会議が開催さ
れ、「世界に伝えたい日本の心」のテーマのもと意見発表
が行われましたが、確かな手応えを得ることが出来まし
た。今年度の地区目標に、「青少年養成に期待をこめて積
極的サポート」を野﨑ガバナーが掲げておられますが、当
クラブ傘下の両クラブの支援を中心に、このたび設立さ
れた福島中央ローターアクトクラブへの支援、更には明
年に本県で開催される第27回全国ローターアクト研修
会の成功に向け、協力体制をとって参りたいと存じます。

後半に向けて
　前半は、社会奉仕に軸足を置きましたが、後半は親睦
活動に力点を置きながら進めて参る所存です。

「年代会」

　我がクラブには「年代会」という年代別の懇親の会が
定期的に開催されておりましたが、ここしばらく開かれ
ておりませんでした。そこで私の年度で久しぶりに「年
代会」を開催致したいと思っております。「年代会」のそ
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　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  12月25日　8,684円 累計174,842円
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私のひとこと 岩田 尚志 会員

幹事報告

例会変更のお知らせ
●次回例会開催は、1月5日（月）12：30～「エルティ」
にて開催されます市内クラブ新年合同例会になります。
その他のお知らせ
●ロータリーレート変更のお知らせ…1月より1ドル118
円となります（12月は112円）

●分区会長･幹事会報告

もそもの始まりですが1974-75年度（昭和49-50年度）
大原甞一郎ガバナー年度にクラブ会長を務められた渡辺
正之先生が大正一桁会を始めたのが最初で、これに呼応
して拡大型の昭和二桁会が誕生、次いで20年代会、30
年代会が誕生したと伺っております。各年代の連帯を深
めることにより、福島ロータリークラブの品格ある伝統
を正統に次の世代に引き継ぐ役割を果たしてきました。
現在の会員の年齢構成を見てみますと、大正生まれ1名、
昭和一桁7名、昭和二桁17名、20年代17名、30年代
29名、40年代以降14名、最大勢力は30年代です。こ
れから各年代の幹事役の方々のご意見を伺いながら、開
催に向けて準備を進めて参りますので、開催の折には多
くの会員のご参加をお願い申し上げたいと思います。

「私の隠れ家」

　当クラブでは、会員の約四分の一の20名ほどが転勤族
の方々です。転勤族の方々に福島に赴任される限られた時
間に福島を理解してエンジョイして頂こうとの趣旨で、転
勤族の転をとって名付けられた「TENの会」が数年前に誕
生致しました。定期的に開かれる会では、地元会員と毎回
懇親を重ねておりますが、この「TENの会」で皆さんから
よく出る話題は、限られた情報の中でいつも大体決まった
お店にしかいかないので、いいお店があれば是非教えて欲
しいというご希望でした。そこで私の年度では、こうした
ご希望を踏まえて、地元会員の馴染みのお店を転勤族会員
にご紹介して福島のナイトライフを更に充実したものに
して頂こうとの趣旨で「私の隠れ家」と題した小冊子を作
成することになりました。編集を親睦ロータリー家族小委
員会に担当して頂き、現在、会員皆さんから寄せられた約
100件ほどのレアな情報をもとに、鋭意編集中です。私の
年度のなるべく早い時期に皆さんにお届けしたいと思っ
ておりますので、お楽しみにお待ち下さい。

「東京交歓会」

　「東京交歓会」は当クラブ独自の事業で毎年、東京在住の
OB会員と交流を重ねて参りました。我がクラブは土地柄、
中央の金融機関や電力、通信会社の支店長が多く入会され
ることから、転勤で東京に戻られた元会員も多く、そうし
た方々と福島でともに活動したの絆を大切にするために始
められ、今年で37年の歴史を刻んで参りました。私の年度
も明年6月5日（金）に開催の予定で進めておりますが、か

　半期間、ご指導ご協力ありがとうござ
いました。来年も引き続き宜しくお願い
致します。

 坪井 大雄 幹事

ねて東京在住ＯＢから土曜日開催だと休日にあたり出にく
いため、金曜日開催を望む声が多く聞かれたことから、私
の年度では試みに金曜日の夜に開催する事と致しました。
私の年度は、「和」を掲げておりますことから、それに相応
しい企画を現在計画中ですので、どうぞご期待下さい。


